
   バイオトイレ 「Bio-Lux」 と 新浄化装置 「Bio-Lux Water」 

       生活排水の処理方法現況と今後の展望！ 

 

 

「トイレ」 と 「生活雑排水」 の新しい 処理方法！ 

  下水道設備に頼らない、循環型の処理方法を提案 

発表者： 正和電工 株式会社 
          橘井敏弘 ： 代表取締役 

住所： 北海道旭川市工業団地１条１丁目3-2 

     ℡：0166-39-7611 Fax 0166-39-7612   

 http://www.seiwa-denko.co.jp 

 E-mail ：seiwa@seiwa-denko.co.jp 

・新型トイレは「トイレ自体が汚物を処理」するトイレです。 

・新 浄化装置 は、トイレ以外の排水 を 木炭で 浄化 します。 
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   (処理水は雨水並み、きれい 。 BOD 7.4mg/L)  

・バイオトイレBio-Lux    国土交通省新技術登録番号 HK040017-V  
・新浄化装置Bio-Lux  Water   環境省ETV    実証番号 020-1201   

(概要版) 



①、汲み取り便所 ～ 生活雑排水は、垂れ流し 
②、単独浄化槽 ～  BOD90mg以下、生活雑排水は、垂れ流し 
③、合併浄化槽 ～  BOD20mg以下、「し尿」と「生活雑排水」を、混ぜて一緒に処理 
                       ( トイレと台所、洗濯機、風呂の排水を一緒に処理する方法 ) 

 ④、高度合併浄化槽 への移行でBOD10mg以下、T-N・T-P  10mg以下を目指している。 
     
 ・ 新浄化装置 + バイオトイレで循環型の処理方法を提案！ ポイントは「肥料と雨水」 

  

 ★  環境省の平成24年度 ＥＴＶ環境技術実証事業 実証番号 020-1201 

  ・浄化装置にトイレ排水が入らない為、沈殿物が少なく、大腸菌対策も不要。 
    ・メンテナンスが容易で、出口から排水された、排水は雨水状態になる。 

・ 新浄化装置のポイントは、処理装置に｢し尿」は入らない！ 

 (BOD平均値7.4mg/L  全窒素2.1mg/Ｌ 全リン0.14mg/L) 

 
 

  新提案で排水は循環型処理！ 

・トイレは 「バイオトイレ」 を設置 し、台所と洗濯機、風呂 
の雑排水処理は 、 「新浄化装置」を設置し、BOD値を調
査しました。 
          (環境省の平成24年度環境技術実証事業です) 

          浄化装置の内部構造です。↑ 

← 現行 

← 新提案 
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ＳＧ－５００型 

SG-500型 

S-25型 

調査場所は北海道旭川市永山 9-３、一般住宅にて実施 



オガクズ中で、し尿は消える？紙も消える？ 

蒸発 と 分解で 糞尿は 消える !! 

・し尿全体量は、蒸発だけで 90% 以上が消滅！ 
・残った有機物も90％ 以上が分解消滅！ 
・蒸発と分解で、し尿も紙も、全部消えた！ 

有機物 約10% 

水 

水 

水 

水 

水 水 

水分 約90% 

し尿の姿 

 でも、少し残ります。 
残ったものは無機物で 

これが肥料分（窒素、リン、カリ）です。 

オガクズの50%は空気で穴だらけ！ 
↓ 

穴に無機物が毎日付着します。 
↓ 

空隙がつまった時がオガクズの交換時期となります。 
 

（交換の目安→１年に２～３回程度です） 
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バイオトイレ「Bio-Lux」の概要 

①、仕組み～ 「蒸発と分解」で「し尿を消滅」させる有機物の「分解処理装置」です。 

②、種類～ 一般家庭用、業務用、介護用、ペット用、大型の家畜用、 
            仮設用(ログタイプ、サイデング、鋼板) や 障害者対応の仮設用があります。 

③、処理能力～ １日約１トン処理まで機種が豊富にあります。 

 ・ オガクズに「し尿」を染み込ませ、スクリューで撹拌し、オガクズを広げ、水分を蒸発させるだけで 

    「し尿」全体量の、約  90 ％以上は消滅 します。 

 残った固形物の大部分は有機物です。有機物はオガクズに生息している微生物が「水と二酸化炭素」に分解され、
90％以上が消滅します。 

 この時点で し尿は消滅したように見えます。（オガクズの色が変わっただけに見える） 
  

・ し尿は、毎日消滅します。 

 オガクズの空隙には肥料分が付着  しますので、空隙 が無くなった時 が、オガクズ交換 の 時期 となります。 
 

・ オガクズ交換の目安は １年に  ２回から  ３ 回程度で済みます。 

 処理能力の違いで機種は豊富にあります。機種と台数を現場に合わせて選択する事が出来ます。 
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 発芽実験 

６種類の発芽実験 

  

  バイオトイレの肥料効果が一番でした。 
  農業高校が実証実験を行い、公開しました。 

 NHKのニュース番組 

バイオトイレの  肥料効果 は  一番 でした。 

発芽実験 農業高校で牛を飼っている 
「発芽率」と「根の成長の良さ」で１位 
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  バイオトイレ本体 S 型、 W 型、 SW型、K 型、 M 型 。  

M 型 

W 型 

K 型 

S 型(家庭用) 

S 型(業務用) 

  ☆一番大きい S 型はパプアニューギニアで生ごみ処
理機として活用されています。約5,000人の作業員が出

す食堂の生ごみ、１日約２トン３百を処理していると報
告が来ています。 

M-08型 W-16、26, 43型 

KBT-05、10, 15型 

S-75、100, 150, 300型 

S-15、25, 50型 

S-2400型 

 ポンと置くだけです。 

標準型 
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処理能力の違いにより、機種が豊富にあります！ 



 バイオトイレの設置方法 

  便器の真下に置く方法 

 便器の真下にバイオトイレ               
（標準型） 

  本体に便座を付ける  
（直付け型） 

・バイオトイレは処理能力の違い

で機種が豊富にあります。 

(一般家庭５人以下 ～  S-25型、以上はS-50型) 

トイレ室内は無臭が特長 

本体設置 

・設置は比較的簡単、容易！ 
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一般の会社事務所に設置してあるバイオトイレの状況です。見た目は普通のトイレです。便器の真下にバイオトイレ本体があり
ます。便座は洗浄便座を使用しています。いずれも、設置後１４年を経過している現場の写真です。 

平成10年から平成24迄の１４年間、屋外に設置してあるログハ
ウス風の仮設トイレと室内の様子。 ↓  ↓  きれいですね。 

見た目は普通のトイレ室内です。 

ベットの脇に設置しています。   (介護用 KBT-10型) 

トイレ室内 

具体例 

トイレ室内 
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バイオトイレの運搬作業風景です。 

自衛隊の敷地内に設置 イベント会場入り口に設置 

公園に設置 

イベント会場入り口に設置 

設置事例 

新潟県 の 阿賀野川  河川敷公園 に 設置 

出荷準備中 設置作業中 

   コンクリートで基礎工事、その上に置くだけです。移動も容易に出来ます。 9/14 



工事現場の事務所脇に設置しました。 

観光地にバイオトイレ 

売店の近くにトイレがある風景 

離島の観光地、礼文 
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１カ月で卵5,000個+鶏300羽を消滅させる事が出来ま

したが、入れ過ぎです。対応策は機種を大きくするか、
処理量を減らすか？のいずれかです。 

ニワトリが約1,000羽 ↑ 

壊れた、売れない卵 ↑ 

実験に使ったSN-100型 ↓ 

発酵熱が高い為に水分の補給が必要になる。ヒー
ターは始めだけ。    ↓  オガクズは熱い！ 

養鶏家に注目 

実証実験の結果、効果を確認！ 

マスコミが取材し、報道しました。 

飼料置場の倉庫内に設置 ↑実験に

使ったのは１００型ですが、処理能力
の違いで機種は豊富にあります。臭
いの有無で判断が出来ます。 
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鶏も卵もオガクズ中で消滅
します。 



北海道新聞(平成23年1月5日付け) 
 

記事内容を抜粋 
↓ 

   海に 「肥料」 磯焼け対策 
 魚かす を 発酵・分解し 海に投入 

★上の写真説明～ 魚かすと間伐材のチップで肥料を製造する装置。 
               下～ 昆布の再生が確認された海 。 

記事の抜粋 

 ・日本海沿岸で広がる磯焼け対策として、 

 町内の水産加工会社から出る魚かすを発酵分解させ、海に投入する「肥料」
の生産に取り組んでいる。魚の住処となる藻場の形成を促すとともに、水産廃
棄物の減量との一石二鳥を目指す。 

 ・昨年秋から製造を始め、本年度は２０トンを生産。漁業者が麻袋等に詰めて
海中に投入する。試験的に投入した沿岸では半径１００メートルにわたり豊かな
藻場が再生した。 
 ・魚かすを豊かな水産資源の保護に役立て、 
循環型社会のモデル事例にしたいと期待している。 

見出し抜粋 

12/14 

寿都町の実証実験が注目を集めています。 
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約2週間で骨だけになる！ 

シカの死体をそのまま投入！ 

   シカの死体！ 

60KGの駆除シカ 

内蔵！ 

酪農学園大学の生徒 
投入風景 



平成25年度 政府開発援助 海外経済協力事業 
調査国： ベトナム社会主義共和国 
調査名： 世界自然遺産 ハロン湾における集めない・混ぜない・分離する 
      “分散型排水処理システム”を活用 した 水環境改善案件化調査 
法人名： 正和電工株式会社 株式会社長大 
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